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文部科学省 産学官連携戦略展開事業 戦略展開プログラム 

「地域から広域的産学連携展開への戦略」のご案内 
～ 静岡大学産学連携レビュー in Tokyo ～ 

  
 早春の候、時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
静岡大学は、文部科学省産学官連携戦略展開事業、東海イノベーションネットワーク（東

海 i NET）の設立により、地域の大学、公設試、自治体の連携を強化するなど、地域との密
接な連携に基づき産学連携活動を展開しています。しかし、産学連携の成果の実用化、事業

化を促進する仕組みをつくるためには、地域を基盤にしながらも広域的な産学連携活動を展

開していくことが重要です。 
そこで今回は、初めての企画として、静岡大学レビューを開催いたします。企業から見た

静岡大学の産学連携活動に対する評価、静岡大学とこれまで行った共同研究に対するアンケ

ート調査による評価と分析、そして Ocean Tomo, LLCによる静岡大学の技術移転・産学連
携活動に対する評価と海外展開に向けた提案、と、多角的な観点からレビューを行うことに

より、大学が地域から広域的に産学連携活動を展開していくための戦略を模索する機会とな

ればと考えております。 
企業の皆様、公的機関の皆様、大学の皆様、ぜひお誘いあわせの上お越しいただければ幸

いです。 
 
日時：2009年 3月 18日（水）14：00～16：30 
場所：東京国際フォーラム ガラス棟 7階 G701 

http://www.t-i-forum.co.jp/function/map/index.html 
定員：80名（先着順） 
申込締切：2009年 3月 16日（月）定員になり次第締切とさせていただきます 
申込方法：下記 URLもしくは添付の申込書にご記入の上、メールもしくは FAXにて 

お申込み下さい。＜http://www.cjr.shizuoka.ac.jp/center/eventlog/no64.html＞ 
     e-mail：tinet@cjr.shizuoka.ac.jp   FAX番号：053-478-1711 
主催：国立大学法人静岡大学、文部科学省、東海 i NET  
共催：国際・大学知財本部コンソーシアム 
問合せ先：国立大学法人静岡大学知的財産本部 TEL：053-478-1414 
詳細：http://www.cjr.shizuoka.ac.jp/center/eventlog/no64.html 

 
 



プログラム： 
 １．挨拶 14：00～14：10 
    静岡大学理事、副学長、知的財産本部長 中村高遠 
 
 ２．発表 14：10～14：40 
   「地域大学とグローバル企業の連携への課題と提案」 
    ヤマハ発動機株式会社 取締役 鈴木正人氏 

 

     静岡大学イノベーション共同研究センターは、静岡大学の産学官連携の司令塔として、大学の「知」

を産業界に波及する試みを始めており、例えば静岡県と愛知県東部を含めた産学官連携のプラット

ホームとしての東海 i NET（戦略展開プログラム）を構築している。大学が求められる研究の独自

性と先端性を産業技術にどの様に活かすかを模索する同センターの報告をもとに、グローバル企業

からの提言を頂く。 

  
 ３．発表 14：40～15：10 
   「静岡大学の共同研究の評価」 
    静岡大学イノベーション共同研究センター NEDOフェロー 関雄二 
    静岡大学イノベーション共同研究センター 産学連携プロデューサー 岩澤一馬 
 
     静岡大学と共同研究の実績のある企業に対して実施したアンケート調査を基に、県内企業、県外企

業における静岡大学との共同研究に対するアンケート結果を比べ、「県内外企業が抱く静岡大学との

共同研究の姿・産学連携イメージ」について、テキストマイニング技術を用いて目に見える形で明

らかにする。その結果、静岡大学が広域的に産学連携を進めていく上で抱えている課題を、企業側

の視点で明らかにする。 

 
   休憩 15：10～15：30 
 
 ４．発表 15：30～16：30 
   「日本の大学における産学連携活動に対する評価と提案 ― 海外への展開を含めて」 

    静岡大学イノベーション共同研究センター長、教授 木村雅和  
        【ビデオ放映】Ocean TOMO LLCディレクター Dipanjan Nag，Ph.D.，MBA 
 

国立大学は法人化後、特許出願数を着実に増やし、産業界への技術移転数も増やしているが、それ

に伴うライセンス収入は思ったように伸びていないのが現状である。静岡大学は技術移転の海外へ

の展開において米国 Ocean TOMO, LLCと提携するにあたり、同社に対し本学の産学連携の組織・

体制や、産学連携活動の現状について評価・助言を依頼した。今回は、米国大学の状況との違いを

踏まえた、Ocean TOMOによる日本の大学の現状についての分析結果の解説及び今後の活動に対す

る提言について報告する。 

  



FAX:053-478-1711 静岡大学知的財産本部行 
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お申し込みにつきましては３月１６日（月）までにお申し込み賜りますようお願い申し上げます。 

＜会場案内図＞ 

○ 東京国際フォーラム 

  東京都千代田区丸の内 3-5-1 

（有楽町駅より徒歩１分、東京駅より徒歩５分）  

■ 問合せ・連絡先 

静岡大学知的財産本部 

担当 原 

〒432－8561  

静岡県浜松市城北 3-5-1 

TEL:053-478-1414  

FAX:053-478-1711 

E-mail : tinet@cjr.shizuoka.ac.jp 
 


